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 令和３年度総会は新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため、令和２

年度に引き続き書面とメールでの開催となりました。今回瓦版は、

この総会を記録に残すため重要資料等を載せます。 

この新コロナ感染症危機禍における令和３年度のボラネット活動

の様子が、県民にも次世代にも伝われば幸いです。 

 

１ 日時・場所 

  新型コロナウイルス感染症をめぐる社会情勢を踏まえ、書面にて開催 

 ･令和３年４月９日 各団体に資料送付 

･令和３年４月 18 日各議案への賛否回答締め切り 

･令和３年４月 22 日各団体に結果報告 

 

２ 議題 

 （１）令和２年度事業報告･決算報告（資料1.2） 

 （２）令和３年度事業計画･予算(案)（資料3．4） 

 （３）世話人会の改選（資料5） 

 （４）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑写真  新型コロナウイルス感染症禍の三ノ塔山頂の様子 

     令和3年5月4日(火) 

新型コロナ感染症禍前よりは人は少なかったが人出は多かった 

 

 

令和３年度丹沢大山ボランティアネットワーク総会 
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総会資料                                  資料１ 抜粋  

令和２年度事業報告 

１ 総会 

    実施日 令和２年４月 26 日（日） 

       ※新型コロナウイルス感染症をめぐる社会情勢を踏まえ書面開催。 

    出席者 18 団体 

内 容 通常総会 
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写真 秦野市の施設 ヤビツ峠レストハウス 

 

令和3年3月23日(火)ヤビツ峠にオープン 

サイクリング、表丹沢尾根登山、大山登山等の 

拠点になる施設です。 

今後、登山ツアーや様々なアクティビティに 

取り組む予定のようです。 
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令和３年度丹沢大山ボランティアネットワーク総会結果  

１ 日時・場所 

  新型コロナウイルス感染症をめぐる社会情勢を踏まえ、書面にて開催 

・ 令和３年４月９日 各団体に資料送付 

・ 令和３年４月 18 日 各議案への賛否回答締め切り 

 

２ 出席者 

回答 17 団体、未回答 13 団体 

 

３ 各議案の承認状況 

  すべての議案について、出席者（回答者）の過半数の賛成により、承認された。 

（丹沢大山ボランティアネットワーク会則第７条第３項） 

 

議案１： 令和２年度事業報告・決算報告 

資料１．２のとおり承認（賛成 17、反対０） 

 

議案２： 令和３年度事業計画・予算（案） 

資料３．４のとおり承認（賛成 17、反対０） 

 

議案３： 世話人の改選 

資料５のとおり承認（賛成 17、反対０） 

 

４ その他（意見等） 

 ・ ワクチン接種完了まで行事はやめておいたほうがよい。 

  → ５～６月に実施予定だった水質調査は中止とする。 

※ 10 月の外来種調査は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況やワクチン接種

の状況等を踏まえ、世話人会で別途判断 

  

・ 来年度の講演会について、オンライン開催や動画配信等を検討してはどうか。 

  → 世話人会で技術的な可能性等を含めて検討 

 

３ 各議案の承認状況 

  すべての議案について、出席者（回答者）の過半数の賛成により、承認された。 

（丹沢大山ボランティアネットワーク会則第７条第３項） 
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令和３年度丹沢大山ボランティアネットワーク世話人会 

 氏  名 団 体 名 任期 

代 表 小林 昭五 NPO法人丹沢自然学校 令和2.4～令和4.3 

副代表 小野 均 NPO法人四十八瀬川自然村 令和2.4～令和4.3 

副代表 山口 寿則 NPO法人伊勢原森林里山研究会 令和3.4～令和5.3 

会 計 黒坂 博 丹沢環境推進会議 令和2.4～令和4.3 

監 事 安井 啓子 NPO法人野生動物救護の会 令和3.4～令和5.3 

監 事 森島 眞知子 町田グラウス山の会 令和3.4～令和5.3 

 栗林 弘樹 丹沢ゴミ調査会 令和2.4～令和4.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度事業 丹沢大山登山環境意識調査冊子完成 表紙 
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晴天に恵まれ 北丹沢神ノ川流域 折花神社にて賑やかに 

ＮＰＯ法人北丹沢山岳センター･蛭ヶ岳山荘委員会･ 

神ノ川ヒュッテ管理委員会 代 表 杉本 憲昭 

令和３年度山開き ４月１１日（日）開催 

毎年の恒例となっていました山開きも、昨年は台風災害とコロナ禍によ

り実施できませんでしたが、今年は無事行われました。 
今年はこの呼びかけに北丹沢でのトレイルレースを中心的に担ってい

るチームのざきの野崎代表夫妻と井上千恵子さん等チームの方々、日本ト

レラン協会の福田六花さんご家族、神奈川県山岳連盟水島彰治会長、東斐

山岳会井上力会長、神ノ川ヒュッテ友の会加藤博恵会長、山口勝彦さん、

佐藤忠夫さん、末永くご参加いただいている神保信一郎さんと近藤正二郎

さん、小林伸吉さん、写真家酒匂英樹さんなど総勢５０名近くの方々にご

参加いただきました。神社の鳥居を皆さんの協力でペイントし、見違える

ほどきれいな赤色になり、上野原市の神主鈴木宮司により祝詞奏上が行わ

れ、今年の山の安全が祈祷されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

丹沢大山ボラネット加盟団体からの投稿 
 



 

          

今は通行止め

から水場

出していた水

のまの新トンネル開通後、豪雨水害で玄倉林道の法面崩落の危険からユーシンに入

ることができなくなり、同角山稜の径路は朽ち果てようとしている。ボラネットの定点観

測からも外れ、その場所を訪れる人もいない。

あった。

地図は

経角沢の文字のそばに水マークが記されている。

マークは消え、

その場所は、平坦な場所にチョロチョロ

をブナ巨木の原生林に囲まれ、いつまでも佇みたい場所である。

桃源郷である。

 

 

 

 

 

           

            

 

 

 

巨木

樹齢

根回り･

この水は

育てた水脈で古来より、この地の

人々に利用されてきた天然水です。

 写真

 

          

今は通行止め

から水場があった。以前は、ボラネットの定点観測場所として毎年採水を行い検査に

出していた水場であったが、玄倉林道青崩れ隧道の崩落の危険から通行止め。つか

まの新トンネル開通後、豪雨水害で玄倉林道の法面崩落の危険からユーシンに入

ることができなくなり、同角山稜の径路は朽ち果てようとしている。ボラネットの定点観

測からも外れ、その場所を訪れる人もいない。

あった。 

地図は 1984

経角沢の文字のそばに水マークが記されている。

マークは消え、中ノ沢乗越

その場所は、平坦な場所にチョロチョロ

をブナ巨木の原生林に囲まれ、いつまでも佇みたい場所である。

桃源郷である。 

           

            

箒杉と箒杉の水場

巨木 箒 杉

樹齢･ 約２０００年

根回り･約１８ｍ  

この水は天然記念

育てた水脈で古来より、この地の

人々に利用されてきた天然水です。

写真 「箒杉」と「

丹沢ボラネット瓦版２０２１

丹沢  

                

今は通行止めで入れない丹沢核心部

があった。以前は、ボラネットの定点観測場所として毎年採水を行い検査に

場であったが、玄倉林道青崩れ隧道の崩落の危険から通行止め。つか

まの新トンネル開通後、豪雨水害で玄倉林道の法面崩落の危険からユーシンに入

ることができなくなり、同角山稜の径路は朽ち果てようとしている。ボラネットの定点観

測からも外れ、その場所を訪れる人もいない。

1984 年発行 昭文社エリアマップ

経角沢の文字のそばに水マークが記されている。

中ノ沢乗越

その場所は、平坦な場所にチョロチョロ

をブナ巨木の原生林に囲まれ、いつまでも佇みたい場所である。

 

            ←ここです

             

箒杉の水場

杉 

約２０００年 周囲･約１２ｍ

    樹高･約４５ｍ

天然記念 「箒杉」を

育てた水脈で古来より、この地の

人々に利用されてきた天然水です。

」と「箒杉の水場

丹沢ボラネット瓦版２０２１

 大山ボランティアネットワーク世話人会代表

     まぼろしの水場

入れない丹沢核心部

があった。以前は、ボラネットの定点観測場所として毎年採水を行い検査に

場であったが、玄倉林道青崩れ隧道の崩落の危険から通行止め。つか

まの新トンネル開通後、豪雨水害で玄倉林道の法面崩落の危険からユーシンに入

ることができなくなり、同角山稜の径路は朽ち果てようとしている。ボラネットの定点観

測からも外れ、その場所を訪れる人もいない。

昭文社エリアマップ

経角沢の文字のそばに水マークが記されている。

中ノ沢乗越の現地にあった

その場所は、平坦な場所にチョロチョロ

をブナ巨木の原生林に囲まれ、いつまでも佇みたい場所である。

←ここです 

箒杉の水場 

約１２ｍ 

約４５ｍ 

「箒杉」を 

育てた水脈で古来より、この地の 

人々に利用されてきた天然水です。 

箒杉の水場」 

丹沢ボラネット瓦版２０２１年７

大山ボランティアネットワーク世話人会代表
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まぼろしの水場   

入れない丹沢核心部、同角山稜に向かう途中

があった。以前は、ボラネットの定点観測場所として毎年採水を行い検査に

場であったが、玄倉林道青崩れ隧道の崩落の危険から通行止め。つか

まの新トンネル開通後、豪雨水害で玄倉林道の法面崩落の危険からユーシンに入

ることができなくなり、同角山稜の径路は朽ち果てようとしている。ボラネットの定点観

測からも外れ、その場所を訪れる人もいない。経角沢源流部が、その定点観測場所で

昭文社エリアマップ 19 

経角沢の文字のそばに水マークが記されている。

の現地にあった水場標識

その場所は、平坦な場所にチョロチョロ水が流れる小さい沢の源流であるが、周辺

をブナ巨木の原生林に囲まれ、いつまでも佇みたい場所である。

 

年７月号（通巻 １１０号）７月

大山ボランティアネットワーク世話人会代表

      NPO

同角山稜に向かう途中

があった。以前は、ボラネットの定点観測場所として毎年採水を行い検査に

場であったが、玄倉林道青崩れ隧道の崩落の危険から通行止め。つか

まの新トンネル開通後、豪雨水害で玄倉林道の法面崩落の危険からユーシンに入

ることができなくなり、同角山稜の径路は朽ち果てようとしている。ボラネットの定点観

経角沢源流部が、その定点観測場所で

 丹沢から引用したもの。

経角沢の文字のそばに水マークが記されている。現在市販されている地図からは水

水場標識も、今は

流れる小さい沢の源流であるが、周辺

をブナ巨木の原生林に囲まれ、いつまでも佇みたい場所である。

月号（通巻 １１０号）７月

大山ボランティアネットワーク世話人会代表

NPO 法人丹沢自然学校

同角山稜に向かう途中、中ノ沢乗越に古く

があった。以前は、ボラネットの定点観測場所として毎年採水を行い検査に

場であったが、玄倉林道青崩れ隧道の崩落の危険から通行止め。つか

まの新トンネル開通後、豪雨水害で玄倉林道の法面崩落の危険からユーシンに入

ることができなくなり、同角山稜の径路は朽ち果てようとしている。ボラネットの定点観

経角沢源流部が、その定点観測場所で

丹沢から引用したもの。

現在市販されている地図からは水

も、今は失われてしまった。

流れる小さい沢の源流であるが、周辺

をブナ巨木の原生林に囲まれ、いつまでも佇みたい場所である。まさに丹沢核心部の

月号（通巻 １１０号）７月

大山ボランティアネットワーク世話人会代表 小林

法人丹沢自然学校

中ノ沢乗越に古く

があった。以前は、ボラネットの定点観測場所として毎年採水を行い検査に

場であったが、玄倉林道青崩れ隧道の崩落の危険から通行止め。つか

まの新トンネル開通後、豪雨水害で玄倉林道の法面崩落の危険からユーシンに入

ることができなくなり、同角山稜の径路は朽ち果てようとしている。ボラネットの定点観

経角沢源流部が、その定点観測場所で

丹沢から引用したもの。檜洞丸南面、

現在市販されている地図からは水

失われてしまった。 

流れる小さい沢の源流であるが、周辺

まさに丹沢核心部の

月号（通巻 １１０号）７月 ７日発行

小林 昭五

法人丹沢自然学校   

中ノ沢乗越に古く

があった。以前は、ボラネットの定点観測場所として毎年採水を行い検査に

場であったが、玄倉林道青崩れ隧道の崩落の危険から通行止め。つか

まの新トンネル開通後、豪雨水害で玄倉林道の法面崩落の危険からユーシンに入

ることができなくなり、同角山稜の径路は朽ち果てようとしている。ボラネットの定点観

経角沢源流部が、その定点観測場所で

檜洞丸南面、

現在市販されている地図からは水

 

流れる小さい沢の源流であるが、周辺

まさに丹沢核心部の

日発行 

昭五 


